[Practical reports] The Activities to Discover the Words that Describe Yourself: The Case of "NIHONGO WASEDA NO MORI" by 上田 桂子
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期   間：2017 年 11 月から 2018 年 1 月までの 3 ヶ月 
回数・時間：10 回（内 水曜日 8 回 18:30～20:00  土曜日 2 回 15:00～16:30 
各回 90 分） 
場   所：早稲田大学 19 号館内教室及びキャンパス構内 
参 加 者：参加を希望する人。国籍、年齢、職業、日本語レベルは問わない 
そ の 他：参加費無料、1 回だけの参加も可能、遅刻早退も問わない 











実施の直前まで実習者全員で組み直して行く。1 回の活動は 90 分で、概ね 15 分ほどのゲー











表 1 「わせだの森」2017 年秋 全体像 
実施日 テーマ 内 容 




第 2 回 
2017/11/22 気になることば ・自分にとっての「ことば」にまつわるエピソードを話す 












第 5 回 
2017/12/13 今年の一文字 
・「今年の漢字」のイベントを紹介し、自分の 1 年を振り返
り、来年の 1 年を表す自分の一文字を作る 
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2.4 第 10 回の活動と参加者 A さん 
本節では第 10 回「10 年後の世界にわたしたちが残したいもの」の活動内容を詳しく見
ていく。次章でふれる参加者 A さんは第 10 回の活動で「信念」ということばを使った。
それは A さんにとっての「わたしのことば」であったのではないかと筆者は考えている。 















3．参加者 A さんの「わたしのことば」 
本章では、第 10 回の活動で見られた参加者 A さんの「信念」ということばについて、
A さんの語りとともに振り返る。 
3.1 参加者 A さんのプロフィール 











に話せる「わせだの森」に通うことが楽しくなってきたのだと A さんは語った。 
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3.2 「信念」ということば 







































































 4 実践報告に例として示すことに関しては許諾を得ている。 
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